
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （４月７日に始業式を行い、次のような話をしました。） 

＜一部抜粋＞ 

新築の校舎でのスタートです。ある意味、みなさんは、 新しい東山代小学校の歴史の１ページ 

を飾ることになります。この１年、みなさんが新しい校舎で、どのような姿を見せてくれるのかを

楽しみにしたいと思います。 

さて、今日みなさんに出会いましたが、この１年間、みなさんに目指してほしいことがあります。 

それは、「まじめに、がんばる！」 ということです 。 

「えっ？簡単なことじゃないですか？」と思っている人もいると思います。ところが、 「まじめに、 

がんばる！」ことは意外と難しいことです。 

意外と難しいと言いましたが、これから、３０年ほど前に担任した ２年生で「まじめにがんばっ

た人」の本当にあった話をします。 

とても元気のある学級でしたので 、「みんなの元気のよさを、この学校の役に立てることがで

きんかな？」と問いかけました。 

しばらくして、Ｎ君が「この前、６年生にあいさつしたら返してくれんやった。嫌な気持ちになっ 

た。あいさつ日本一とか言って、うそばっかい！そいけん、あいさつ運動をしたい！」と言いまし 

た。すると、ある子が「それは、５年生や６年生の仕事やろう！おいたちには無理！無理！」と言 

いました。 

わたしは、「できるところまでやってみたら ！」と言いました。早速、学級会を開いて朝７時半

から当番を決めて、みんなであいさつ運動をするようになりました。最初の１か月ぐらいは、みん

なでがんばることができましたが、その後は、少しずつ減っ ていきました。そして、と うとう最後

は一人だけ…。その一人は、Ｎ 君でした。わたしも、毎朝、職員室から見ていたので気づいてい

ましたが、わざと見て見ぬふりをしていました。つらかったです。 

２週間ぐらいが経ったある日、雨がひどく、今日はさすがにと思いましたが、Ｎ 君は一人立っ

てあいさつ運動を続けていました。しかも、泣きながら …。その姿は今でも忘れることができま

せん。 

しかし、このＮ君の「まじめに、がんばる姿」に心を動かされたのは、わたしだけではありません 

でした。同じクラスの２年生の子、そして６年生でした。このあと、２年生の提案であいさつ運動は

全校に広がり、以前と比べると気持ちのよいあいさつが学校中に広がりました。 

「まじめに、がんばる！」人の姿は、人の心を打ちます。人の心を動かします。 

そんな人が、この東山代小学校で一人でも増えていくのを楽しみにしています。 

 

                                   

 

 

 

 

◆「人にやさしく、まじめにがんばる子」                      
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◆51 名の新 1 年生を迎え、 371 名でスタートしました！ 



◆授業参観・PTA総会・学年分会への出席ありがとうございました 

４月２５日（金）に、今年度初めての授業参観、そして PTA 総会、学年分会（懇談会）が行われ

ました。この日の朝、校門に立っていると、いつもより、子どもたちの表情は明るく、挨拶の声も弾

校門に立っていたように思います。自分のがんばっている姿を見てほしいという気持ちの表れだ

と思いました。PTA 

PTA総会では、昨年度の報告や今年度の活動方針等が示されました。その中で、大宅新 

その中で、大宅新 PTA会長から３つのお願いがありました。 

一つ目は、本校は病気やけが等の特別な事情がない限りは、基本的に徒歩で登校することに

なっている。特に、工事が続いており、保護者の送迎場所も変わっていく。児童の安全確保のた

めに自力登校（徒歩による登校）への協力をお願いしたい。 

二つ目は、学校では、６月２５日（水）に大雨避難訓練、原子力防災訓練が行われる。今回は、

非常変災時に児童を保護者に引き渡す訓練（保護者に学校へ子どもを迎えに来てもらう訓練）

を行うということである。児童の安全確保のために協力をお願いしたい。 

三つ目目は、本校PTAの活動として、家庭で本に親しむ家読（うちどく）を進めていきたい。親

子で同じ本を読んで話したり、親子で本を読んで静かな時間を過ごしたりと、いろいろな家読（う

ちどく）のスタイルがあると思う。どく）のスタイルがあると思う。 

 

◆ほほえましい子どもの姿① 

毎朝、原俊吾先生と校門に立って子どもたちを迎えています。元気よく大きな声であいさつを

して登校する子、うつむいて登校する子など、子どもたちの表情は様々です。 

１学期がスタートしたばかりの頃、３年生の女の子が近づいてきました。そして、「校長先生おは

ようございます。私の父の〇〇〇〇をご存じですか？くれぐれも、よろしくお願いしますとお伝え

するように言われました。よろしくお願いします。」と言って、足早に校舎へ向かって行きました。 

朝から、緊張したことでしょう。また、学校へ向かう途中も、父親から言われた言葉を呪文のよ

うに繰り返しながら登校してきたことでしょう。この子の心中を察すると、思わず微笑んでしまい

ました。 
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